
じ
て
の
契
沖
研
究
で
あ
っ
た
。

・
道
真
も
契
沖
も
め
で
し
梅
の
花
こ
と
し
も
咲
き

　
ぬ
清
く
す
が
し
く

　
昭
和
四
五
年
の
歌
会
始
の
儀
で
召
人
を
務
め
た

時
の
詠
進
歌
。
道
真
・
契
沖
二
人
へ
の
想
い
と
晩

年
ま
で
愛
で
た
白
梅
を
詠
む
。（
東
浦
町
中
央
図
書

館
に
「
久
松
潜
一
」
の
展
示
と
こ
の
歌
碑
が
あ
る
）。

・
白
梅
と
桜
椿
に
百
合
紅
黄
菊
白
菊
わ
が
好
む
花

　
潜
一
が
過
ご
し
た
庭
に
は
今
も
白
梅
が
咲
き
誇

る
。

　
さ
て
、
潜
一
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

人
物
に
佐
佐
木
信
綱
が
い
る
。

・
わ
か
き
日
に
そ
の
万
葉
講
義
き
ヽ
し
こ
と
あ
ざ

　
や
か
に
心
に
は
残
り
て
あ
れ
ど

　
東
京
帝
国
大
学
で
講
義
を
受
け
た
潜
一
は
、
信

綱
の
思
い
出
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
佐
佐
木

信
綱
先
生
は
講
義
の
は
じ
め
に
方
々
で
見
ら
れ
た

新
し
い
書
物
の
こ
と
を
語
ら
れ
た
。
書
物
に
対
す

る
新
し
い
知
識
が
得
ら
れ
る
と
と
も
に
古
本
屋
漁

り
の
興
味
を
も
教
え
ら
れ
た
」「
大
学
三
年
の
時

に
そ
の
主
宰
さ
れ
る
『
心
の
花
』
で
賀
茂
真
淵
の

百
五
十
年
の
記
念
特
集
を
す
る
時
、
私
に
も
書
く

よ
う
に
言
わ
れ
た
。
そ
れ
で
卒
業
論
文
の
一
節
と

し
て
書
い
た
『
万
葉
学
に
於
け
る
契
沖
と
真
淵
』

と
い
う
一
文
を
載
せ
る
こ
と
に
し
た
」。
そ
の
後
、

信
綱
等
の
指
導
で
『
校
本
万
葉
集
』「
諸
説
」
の

項
担
当
（
二
四
歳
）、信
綱
等
と
共
に
『
契
沖
全
集
』

編
纂
に
従
事
（
三
一
歳
）。
そ
の
間
、
大
正
十
一

年
（
二
七
歳
）
信
綱
三
女
三
枝
子
と
結
婚
。
四
男

一
女
を
授
か
る
（
長
男
・
長
女
は
幼
少
時
に
死
去
）。

　
潜
一
の
東
京
で
の
住
ま
い
は
、西
方
町
・
千
駄
ヶ

谷
等
を
経
て
昭
和
十
年
以
降
、
練
馬
と
な
る
。
孫

の
兄
（
洋
一
）
と
私
（
宏
二
は
中
学
三
年
ま
で
）

は
そ
の
晩
年
を
一
緒
に
暮
ら
し
た
。

・
老
い
づ
く
と
子
に
と
め
ら
れ
し
冷
水
摩
擦
を
夏

　
だ
け
は
す
る
孫
と
一
所
に

　
幼
稚
園
の
「
冷
水
摩
擦
」
推
奨
に
毎
朝
始
め
た

潜
一
と
兄
の
写
真
が
今
も
残
る
。

・
も
う
一
度
パ
ー
ピ
ィ
ー
に
逢
ひ
た
し
と
い
ふ
孫

　
よ
人
の
世
の
悲
し
み
を
な
れ
も
思
ふ
か
（
わ
が

　
家
に
五
年
ほ
ど
飼
ひ
し
老
犬
パ
ー
ピ
ィ
ー
七
月

　
の
末
に
逝
く
）

　
庭
の
犬
小
屋
で
亡
き
老
犬
を
囲
み
、
家
族
で
手

を
合
わ
せ
た
こ
と
が
今
も
記
憶
に
残
る
。
十
五
年

間
一
緒
に
暮
ら
し
た
孫
の
私
に
と
っ
て
、
潜
一
は

と
て
も
優
し
い
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
で
あ
っ
た
。

　
参
考
文
献
　
『
冬
花
集
』
久
松
潜
一
歌
文
抄

　
久
松
潜
一
は
明
治
二
七
年
十
二
月
十
六
日
に
愛

知
県
知
多
郡
東
浦
村
で
生
ま
れ
た
（
日
清
戦
争
の

始
ま
っ
て
い
る
頃
）。
子
供
時
代
か
ら
読
書
好
き

で
、九
歳
の
頃
、雑
誌
『
少
年
世
界
』『
世
界
お
伽
噺
』

を
愛
読
。
十
歳
の
時
、
田
山
花
袋
『
池
大
雅
』
を

読
ん
で
以
来
、
大
雅
が
好
き
に
な
る
。
愛
知
一
中

時
代
（
十
三
歳
～
十
八
歳
）、
ス
パ
ル
タ
教
育
で

名
高
い
日
比
野
寛
校
長
の
教
育
方
針
か
ら
影
響
を

受
け
る
。
日
比
野
先
生
の
話
す
「
ゆ
っ
く
り
休
ま

ず
」
を
、
潜
一
は
そ
の
後
の
人
生
の
目
標
と
す
る
。

　
第
八
高
等
学
校
三
年
の
頃
か
ら
『
万
葉
代
匠

記
』
を
読
み
契
沖
に
関
心
を
持
つ
。
大
町
桂
月
の

『
円
珠
庵
契
沖
』
は
内
容
と
文
章
の
美
し
さ
で
愛

読
。
大
学
の
卒
業
論
文
に
契
沖
を
書
く
こ
と
を
決

め
る
。

・
契
沖
に
は
じ
ま
り
契
沖
に
終
は
ら
ん
わ
が
学
び

　
春
を
迎
へ
て
こ
と
し
も
思
ふ

　『
契
沖
全
集
』
は
大
正
十
五
年
～
昭
和
二
年
刊

行
。
そ
し
て
昭
和
四
八
年
～
昭
和
五
一
年
に
『
契

沖
全
集
』
が
新
た
に
再
刊
。
潜
一
は
昭
和
五
一
年

三
月
二
日
（
八
一
歳
）
没
。
文
字
通
り
生
涯
を
通

久
松
潜
一

久
松
宏
二
　

■
特
集
■
心
の
花
の
先
輩「
あ
ん
な
人
・
こ
ん
な
人
」
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